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市川市民は非情で自分勝手か？ 

保育園開園断念と待機児童対策 
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今、全国で市川市の評判が、とんでもないことになっています。 

4月に「近隣住民から子供の声でうるさくなると反対を受けて、保育園建設計画を

断念」とテレビや新聞に大きく取り上げらました。これで、市川市は子供に冷たい

自分勝手で狭量な人たちが住む子育てがしにくい町だと思われてしまったのです。 
 

わが会派は 6月議会でこの問題を取り上げました。 
 

急に近所に保育園ができると聞くと、騒音や交通安全など心配になるのは当然で

す。だからこそ、開園計画については地域住民と事業者が早い段階から、街づくり

という視点で話し合って練り上げていくことが必要です。将来を担う子供は社会で

支え育てていくものだと考えてください。保育園が地域との交流（挨拶や行事参加

など）によって地域になくてはならない拠点となることが望ましいと思います。  

災害発生時には避難所にもなります。 
 

この事業者はその後別の場所でも地域住民の反対で再び計画中止を余儀なくされ

ました。教訓が生かされておらず、地域住民に対する対応姿勢に問題があったと思

わざるを得ません。今年度は多くの保育園の新設が予定されています。様々な事業

者が参入してきますので、市が事業者に早い段階から地域の情報を提供し、丁寧な

地域対応を指導していくよう強く求めました。市側もその対応を約束しました。 

地域版（市川市）号外 

「石原よしのり市政報告会」開催 

6月議会の報告と市政についての意見交換 

日時： 7月 30日（土）14：00～16：00 

場所： I-linkルーム 2 

（JR市川駅南口 タワーズイースト３階、行政サービスセンター内） 

議員と身近に話せます。お気軽にお出かけください。（入場無料です） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

● 保育定員 1200 人増加をめざす「待機児童対策緊急対応プラン」発表 

本市には 82園の認可保育園があり保育定員は 7,273人です。毎年定員を増や

してきましたが追いつかず、今春の待機児童は 514名と過去最高になりました。 

そこで先月、「待機児童対策緊急対応プラン」が発表されました。これは、

来年 4月までに保育定員を 1200人増やすという大変野心的で積極的な計画で

す。特に新たに認可保育園を 15か所（800人）開設、定員 20人以下の小規模   

保育所も駅近を中心に 14か所（200人）開設するとしています。 

これが実現すれば、市川が子育てしやすい町だと評判回復にもつながります。

しかし、本当にこんなに急に増やせるのでしょうか？ 粗悪な事業者が安易に 

参入したり、保育士の確保がままならず保育の質が落ちたりしては、問題です。

きちんと事業者とその開設計画をチェックして選別し、しっかり監督指導して

いかなければなりません。 
 

● マスコミ対応に問題あり！ 

そもそも、保育園開園断念で、なぜ市川市だけがこんなにたたかれたのでし

ょうか。保育園開設計画が近隣住民の反対で中止になった事例は実は他市にも

数多くあり、何も市川市だけが特別なわけではありません。どうもマスコミへ

の不用意な発言や不適切な対応のため、騒ぎがここまで広がってしまったよう

です。市役所は甘く考えているところがあります。マスコミ対応を改めて見直

す必要があります。改善を要望しました。 

 

石原よしのりプロフィール 
1960 年  5 月 31 日 生まれ 

1983 年  東京大学卒業 （農学部 森林・林業政策専攻) 

1983 年  王子製紙入社。以後 27 年間、工場現場をはじめ事業管理、経営企画、海外事業を担当 

1990 年  米国 Wake Forest 大学大学院卒業（経営学修士 MBA) 

2011 年  市川市議会議員に当選、現在 2 期目 

 

〒272-0826 市川市真間 4-11-C202 
TEL  :  047-710-0958 

FAX  :  047-710-0959 
 

メールアドレス：yoshinori.ishihara@gmail.com 
 
ホームページアドレス：http://ishihara-yoshinori.jp 

連 絡 先 

●政治と金の問題

ついに舛添都知事が辞職しました。公私混同など、あまりにセコ過ぎました。 

舛添さんは「甘利さんのような人が逃げおおせて、どうして自分が辞めなけれ

ばならないんだ」と納得いかなかったでしょう。明確に違法性が問えなくても、

政治家としての資質に欠けた人には辞めてもらいたいというのが民意でした。 

皆さん、国民の目は厳しいということを選挙で意思表示してください。 
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